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大学全体

大学全体の数

大学全体の数

面積

2,766.56　㎡

569

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

（　　　　　）（5,029〔3,511〕） （　　　　　）

球技場（1面）

第３年次 第４年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次

体育館
テニスコート（4面）

面積

2,668㎡

区　分

図書館

（3,851〔2,353〕）
計

77,219〔40,680〕　

360

情報処理学習施設

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金 11,000千円

第１年次 第６年次

6,000千円

第２年次

6,000千円

第４年次 第５年次

冊 種

163,386

（　　　　　）

第３年次

新設学部等の名称

経費
の見
積り

開設前年度 第１年次

設 備 購 入 費

（819）

（　　　72,815㎡）

198,937㎡

158,181㎡

計

計

―　　　 ㎡

共用する他の
学校等の専用

点

（　　　―　　 ㎡）

―　　　 ㎡

機械・器具視聴覚資料

共用する他の
学校等の専用

―　　　 ㎡

室

室　　　数

（77,219〔40,680〕）

5,029〔3,511〕　

―　　　 ㎡

―　　　 ㎡191,525㎡

198,937㎡

―　　　 ㎡158,181㎡

合 計

専　　用

―　　　 ㎡

―　　　 ㎡

校　　　舎 72,815㎡

33,344㎡

専　　用

（　　　72,815㎡）

技 術 職 員

図 書 館 専 門 職 員

（46）

（1682）

小 計

そ の 他 7,412㎡

―　　　 ㎡―　　　 ㎡

―　　　 ㎡

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

―　　　 ㎡

共　　用

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

（243）

（195）

（1437） （475）

（3）（4）

人

（2501）

事 務 職 員

人 人

（98） （293）

33,344㎡

（7）

46 243 289

1682 819 2501

専　　任 兼　　任 計

195 98 293

職　　　種

（77,219〔40,680〕）

77,219〔40,680〕　

（569）

（569） （　　　　　）

19室

点

（5,029〔3,511〕）

3,851〔2,353〕　

5693,851〔2,353〕　

44室

学術雑誌
標本

811,434千円 855,390千円 700,000千円 700,000千円 700,000千円 700,000千円 700,000千円

6,000千円 5,500千円

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

私立大学等経常費補助金、医療収入、受託事業収入、雑収入等

5,000千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

1437 475 1912

4 3 7

（1912）

900千円 900千円 900千円 900千円

共　　用

（289）

191,525㎡

第５年次 第６年次

234

（　　　―　　 ㎡）

72,815㎡

1室

点

電子ジャーナル

語学学習施設

計

区　　　分

（補助職員0人）

7,412㎡

そ の 他 の 職 員

教室等
28室

講義室

図書

実験実習室

大学全体

新設学部等の名称
専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

5,029〔3,511〕　

（補助職員0人）

1室

（3,851〔2,353〕）

〔うち外国書〕

演習室

〔うち外国書〕〔うち外国書〕

・図書購入費等に
は、電子ｼﾞｬｰﾅﾙ・
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの整備費
（運用ｺｽﾄ含む）
を含む。

・各経費の見積も
りは、大学全体で
算出。ただし、設
備購入費について
は、医学部付属病
院分を含む。

17,450千円 18,000千円 18,000千円 18,000千円 18,000千円 18,000千円

77,418千円 79,671千円 80,000千円 80,000千円 80,000千円 80,000千円 80,000千円

900千円 900千円
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金沢医科大学学則

第１章 総則

（目的及び使命）

第１条 金沢医科大学（以下「本学」という。）は、教育基本法並

びに学校教育法に基づき、医学・看護学に関する理論と応用とを

教授研究し、医の倫理に徹して日進月歩の医学の進展に対応し得

る有能な医師並びに保健医療及び福祉に貢献できる看護職者を育

成することを目的とし、医学・看護学の発展と地域社会の医療開

発、健康増進、福祉の向上に寄与することを使命とする。

（自己点検・評価）

第１条の２ 本学は、教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び

使命を達成するため、教育研究等の活動状況について自主的に自

己点検・評価を行い、その結果を公表するものとする。

２ 自己点検・評価の実施体制等については、別に定める。

（学部及び学科）

第２条 本学に医学部医学科及び看護学部看護学科を置く。

（定員）

第３条 医学部医学科にあっては入学定員１１０名、収容定員

６６０名、看護学部看護学科にあっては、入学定員７０名、収容

定員２８０名とする。

第２章 修業年限及び在学期間

（修業年限）

第４条 本学の修業年限は、医学部にあっては６年、看護学部にあ

っては４年とする。

（在学期間）
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第５条 在学期間は、次のいずれかの年限を超えることができない。

（１）医学部

① 前条の修業年限の２倍の年数。ただし、第１８条第１項の

規定により入学した者については、同条第３項の規定により

定められた修業年限の２倍の年数。

② 第１・２学年併せて４年、第３・４学年併せて４年、第

５・６学年併せて４年。

（２）看護学部

① 前条の修業年限の２倍の年数。

② 第１・２学年併せて４年、第３・４学年併せて４年。

第３章 学年、学期及び休業日

（学年）

第６条 学年は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。

（学期）

第７条 学年は、次の学期に分ける。

（１）前期  ４月１日から ９月３０日まで

（２）後期  １０月１日から ３月３１日まで

（休業日）

第８条 休業日は次のとおりとする。

（１）日曜日

（２）国民の祝日 「国民の祝日に関する法律」（法１７８号）に

基づく休日

（３）開学記念日  ６月１日

（４）休業（春季、夏季、冬季）については別に定める。

２ 必要がある場合は、学長は前項の休業日を臨時に変更し、又は

臨時の休業日を定めることができる。
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第４章 教育課程及び履修方法

（教育課程、履修方法及び単位の計算方法）

第９条 教育課程は、医学部については別表１、看護学部について

は別表２のとおりとし、その他履修に関し必要な事項は別に定め

る。

２ 授業科目の単位の計算方法は、１単位の授業科目を４５時間の

学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、次の基

準によるものとする。

（１）講義及び演習については、１５時間から３０時間の授業を

もって１単位とする。

（２）実験及び実習については、３０時間から４５時間の授業を

もって１単位とする。

（授業科目の評価）

第１０条 授業科目の評価は、試験その他の審査によりこれを行う。

２ 前項の試験及び審査の方法は別に定める。

（授業科目の成績）

第１１条 授業科目の成績は、秀、優、良、可、不可の評語で表わ

し、秀、優、良、可を合格とする。

第５章 入学

（入学の時期）

第１２条 入学の時期は、学年又は学期の始めとする。

（入学資格）

第１３条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当

する者とする。

（１）高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）を卒業した者
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（２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者

（３）外国において学校教育における１２年の課程を修了した者

又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者

（４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するもの

として認定した在外教育施設の当該課程を修了した者

（５）文部科学大臣の指定した者

（６）高等学校卒業程度認定試験規則により文部科学大臣の行う

高等学校卒業程度認定試験に合格した者（大学入学資格検定

規程による大学入学資格検定に合格した者を含む。）

（７）大学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒

業した者と同等以上の学力があると認めた者で、１８歳に達

した者

（入学志願手続、入学検定料）

第１４条 入学を志願する者は、所定の入学願書に別表３の入学検

定料を添えて所定の期日までに願い出なければならない。ただし、

本学の入学試験を複数回にわたり受験する場合は、入学検定料を

一部減額することがある。

２ 既に納入した入学検定料は、返還しない。

（入学者の選考）

第１５条 入学を志願する者については、本学において選考を行う。

２ 選考の方法は別に定める。

（入学手続）

第１６条 入学試験の合格者は、連帯保証人２名を定め指定する期

日までに誓約書、その他入学試験要項において指定する書類を添

えて学長に提出するとともに、所定の学納金を納入しなければな

らない。

２ 前項に規定する連帯保証人は、独立の生計を営む成年者で本学

- 64 -



に対して当該学生に関するいっさいの責任を負うことのできる者

でなければならない。

３ 第１項に規定する連帯保証人のうち原則として１人は父母又は

その他の親族とする。

４ 学長は、連帯保証人が適当でないと認めたときは変更させるこ

とができる。

（入学許可）

第１７条 学長は、前条に規定する入学手続を完了した者に、入学

を許可する。

（編入学）

第１８条 本学への編入学を志願する者があるときは、別に選考の

うえ、これを許可することがある。

２ 前項の規定により、入学を許可された者の既に履修した授業科

目及び単位数の取扱い、その他必要な事項については、当該学部

の教授会の審議を経て、学長が決定する。

第６章 休学、復学及び退学等

（休学）

第１９条 疾病又はその他の事由により三月以上修学を中止しよう

とする者は、その事由を証明する書類を添え第１６条第３項に規

定する連帯保証人と連署の上、学長の許可を得てその学年の終り

まで休学することができる。

（休学命令）

第２０条 疾病その他の事由により、修学に適しないと認められる

者に対しては、学長は休学を命ずる。

（復学）

第２１条 休学者が復学しようとするときは、事由を具して学長に
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願い出て許可を得なければならない。

（休学期間）

第２２条 休学期間は、通算２年を超えることができない。

２ 休学した期間は、在学期間に算入しない。

（退学）

第２３条 退学しようとする者は、事由を具し第１６条第３項に規

定する連帯保証人と連署の上、学長の許可を得なければならない。

（除籍）

第２４条 学生が次の各号の一に該当するときは、当該学部の教授

会の審議を経て、学長はこれを除籍する。

（１）死亡又は行方不明の者

（２）第５条の期間を超えた者

（３）催告を受けてもなお授業料等を滞納した者

第７章 学納金

（入学金及び授業料等）

第２５条 入学金及び授業料等の額は、別表４のとおりとする。

「授業料等」とは、授業料、設備更新費及び教育充実費のことを

いう。

２ 授業料等は、別表５に定める期日までに納入しなければならな

い。

３ 第１６条第１項に規定する「所定の学納金」とは、入学金及び

授業料等をいう。

４ 既に納付した入学金は、返還しない。

５ 既に納入した授業料等は、第１７条の規定により入学を許可さ

れた者が指定の期日までに入学を辞退した場合を除き、原則とし

て返還しない。
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６ 第１８条に規定する編入学生を受け入れる場合、入学金及び授

業料等は、別に定める。

（授業料等の減免）

第２６条 学長は、特に優秀な学生に対して授業料等を減免するこ

とができる。

２ 授業料等の減免に関する事項は、別に定める。

（授業料等の分納、延納）

第２７条 学長は、特別の事情のある学生に対しては、授業料等の

分納又は延納を許可することができる。

２ 授業料等の分納及び延納に関する事項は、別に定める。

（休学中、停学中及び退学時の授業料等）

第２８条 休学中及び停学中の授業料等は徴収する。ただし、学期

の初日から末日まで休学した場合は、休学した学期の授業料、設

備更新費の半額を返還する。

２ 前期に退学した場合は、後期の授業料等は徴収しない。

第８章 卒業及び学位

（卒業）

第２９条 本学において所定の修業年限以上在学し、所定の課程を

修了した者については、当該学部の教授会の審議を経て、学長が

卒業を認定する。

２ 学長は、卒業を認定した者に対して卒業証書を授与する。

（学位）

第３０条 本学を卒業した者には、医学部においては学士（医学）、

看護学部においては学士（看護学）の学位を授与する。

第９章 賞罰

- 67 -



（表彰）

第３１条 学生として、学業、人物ともに優れ、他の学生の模範と

なる者に対し、当該学部の教授会の審議を経て、学長は表彰する

ことがある。

２ 表彰に関する規程は、別に定める。

（懲戒）

第３２条 学生の懲戒は、当該学部の教授会の審議を経て、学長が

これを行う。

２ 懲戒に関する規程は、別に定める。

第１０章 教職員の組織

（教職員）

第３３条 本学に次の教職員を置く。

  学長、副学長、学部長、教授、准教授、講師、助教、助手、事

務職員、技術職員、その他。

２ 前項の組織及び定員については別に定める。

３ 学長は本学を代表し、教育理念に基づいて校務をつかさどり、

所属職員を統督する。

４ 副学長は学長指示のもとに学長を補佐し、命を受けて校務をつ

かさどる。

５ 学部長は学長指示のもとに当該学部の校務をつかさどり、所属

職員を統括し教育及び研究の責に任ずる。

第１１章 教授会

（教授会）

第３４条 本学の各学部に、教授会を置く。

２ 教授会は、医学部においては金沢医科大学医学部教授会規程第
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２条の規定、看護学部においては金沢医科大学看護学部教授会規

程第２条の規定により組織する。

３ 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり

意見を述べるものとする。

（１）学生の入学、進級及び卒業に関する事項

（２）学位の授与に関する事項

（３）前二号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項

で、教授会の意見を聴くことが必要なものとして学長が定め

る事項

４ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長等（以

下「学長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項につ

いて審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができ

る。

５ 教授会に関する規程は、別に定める。

第１２章 附属施設

（図書館）

第３５条 本学に図書館を置く。

２ 図書館に関する規程は別に定める。

（大学病院）

第３６条 本学に大学病院を置く。

２ 大学病院に関する規程は別に定める。

（総合医学研究所）

第３７条 本学に総合医学研究所を置く。

２ 総合医学研究所に関する規程は別に定める。

第１３章 学則の改廃
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第３８条 この学則の改廃は、学長が発議し、当該学部の教授会の

審議を経て理事会の承認を得て、これを行う。

附 則

この学則は、昭和４７年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、昭和４９年９月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、昭和５４年４月１日から施行する。ただし、第

５条第２項については、昭和５４年度入学学生からこれを適用す

る。

附 則

この改正学則は、昭和５６年４月１日から施行し、昭和５５年１

２月２５日から適用する。

附 則

この改正学則は、昭和５７年５月２８日から施行し、昭和５７年

４月１日から適用する。

附 則

この改正学則は、昭和５８年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、昭和５９年４月１日から施行する。ただし、第

２５条第１項の改正規定については、昭和５８年度以前の入学学

生については、各入学年度ごとに定めたとおりとする。

附 則

この改正学則は、昭和６０年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、昭和６１年４月１日から施行する。ただし、第
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５条第２項及び第２１条第１項の改正規定については、昭和６１

年度入学学生からこれを適用する。

附 則

この改正学則は、昭和６１年５月２６日から施行する。

附 則

この改正学則は、昭和６２年４月１日から施行する。

附 則

１ この改正学則は、昭和６３年４月１日から施行する。

２ 昭和５４年３月３１日以前に入学し、引き続き在学する者にか

かる授業料等の額は、なお、従前の例による。

附 則

この改正学則は、昭和６３年１１月１日から施行し、昭和６３年

９月１２日から適用する。

附 則

この改正学則は、平成元年４月１日から施行する。ただし、第

２５条第３項に規定する別表３のうち設備更新費については、昭

和５７年度以降の入学学生について適用する。

附 則

この改正学則は、平成元年５月２９日から施行し、平成２年度入

学学生から適用する。

附 則

この改正学則は、平成２年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成３年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成３年６月１日から施行する。ただし、第

２５条第３項に規定する別表３のうち設備更新費は、昭和５７年
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度以降の入学学生について平成３年１０月１日から適用する。

附 則

この改正学則は、平成３年８月１９日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成４年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成５年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成６年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成７年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成８年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成９年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成１０年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成１０年６月１日から施行し、平成１１年度

入学学生から適用する。

附 則

この改正学則は、平成１２年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成１２年６月１日から施行し、平成１３年度

入学学生から適用する。

附 則

この改正学則は、平成１３年４月１日から施行する。
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附 則

この改正学則は、平成１３年６月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成１４年４月１日から施行する。

附 則

１ この改正学則は、平成１５年４月１日から施行する。

２ 第５条第２項の改正規定については、平成１５年度入学学生か

ら適用する。

３ 平成１４年度以前の入学学生で、第２３条により退学した者の

再入学に関しては、なお、従前の例による。

附 則

この改正学則は、平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成１６年６月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成１７年１月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成１７年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成１８年４月１日から施行する。ただし、第

１４条第１項に規定する別表２については、平成１８年度入学を

志願する者から適用する。

附 則

１ この改正学則は、平成１９年４月１日から施行する。

２ 平成１９年度から平成２１年度までの各年度における看護学部

看護学科の第３学年編入学定員及び収容定員は、この規則による

改正後の金沢医科大学学則第３条の規定にかかわらず次の表のと
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おりとする。

年 度
編入学定員

（第３学年）
収容定員

平成１９年度 ０名 ６０名

平成２０年度 ０名   １２０名

平成２１年度   １０名   １９０名

附 則

１ この改正学則は、平成２０年４月１日から施行する。

２ 第２５条に規定する別表４及び別表５については、平成２０年

度入学生から適用する。

３ 平成２０年度第１学年次第２学期編入学生については２年目の

教育充実費のうち２５０万円を減免する。

附 則

この改正学則は、平成２１年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成２２年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成２６年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則
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この改正学則は、平成２８年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成３０年４月１日から施行する。

附 則

この改正学則は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則

１ この改正学則は、令和２年４月１日から施行する。

２ 第３条の規定にかかわらず、令和２年度から令和８年度までの

医学部医学科の入学定員及び収容定員は、次の表のとおりとする。

年 度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

入学定員 １０７名 １０７名 １１０名 １１０名

収容定員 ６５７名 ６５４名 ６５４名 ６５４名

年 度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

入学定員 １１０名 １１０名 １１０名

収容定員 ６５４名 ６５４名 ６５７名

附 則

１ この改正学則は、令和３年４月１日から施行する。

２ 第３条の規定にかかわらず、令和３年度から令和８年度までの

医学部医学科の入学定員及び収容定員は、次の表のとおりとする。

年 度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

入学定員 １０８名 １１０名 １１０名

収容定員 ６５５名 ６５５名 ６５５名

年 度 令和６年度 令和７年度 令和８年度
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入学定員 １１０名 １１０名 １１０名

収容定員 ６５５名 ６５５名 ６５８名

３ 第１９条及び第２３条における連帯保証人は、令和２年度以前

の入学生については保証人として適用する。

附 則

１ この改正学則は、令和３年６月１日から施行する。

２ 平成２８年度から令和元年度までの各年度における医学部第１

学年次後期編入学生の授業料等及びその納入期日は、第２５条に

規定する別表４及び別表５を準用する。

附 則

１ この改正学則は、令和４年４月１日から施行する。

２ 第３条の規定にかかわらず、令和４年度から令和９年度までの

医学部医学科の入学定員及び収容定員は、次の表のとおりとする。

年 度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

入学定員 １１１名 １１０名 １１０名

収容定員 ６５６名 ６５６名 ６５６名

年 度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

入学定員 １１０名 １１０名 １１０名

収容定員 ６５６名 ６５９名 ６６１名

附 則

１ この改正学則は、令和５年４月１日から施行する。

２ 第３条の規定にかかわらず、令和５年度から令和１０年度まで

の医学部医学科の入学定員及び収容定員は、次の表のとおりとす

る。
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年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

入学定員 １１１名 １１０名 １１０名

収容定員 ６５７名 ６５７名 ６５７名

年 度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 

入学定員 １１０名 １１０名 １１０名

収容定員 ６６０名 ６６２名 ６６１名
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学則の変更事項を記載した書類 

変更事由

 研究医養成のための医学部入学定員増員に伴い、同学部同学科の入学定員及び収容定員

を変更した。

変更事項

附則関係

(1) この改正学則は、令和５年４月１日から施行すること。

(2) 令和４年４月１日施行の附則における改正学則を令和５年度「入学定員 111 名

収容定員 657 名」に変更する。
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金沢医科大学学則 新旧対照表 
学則（新） 学則（旧） 

 
     第 1 章第 1 条～第 2 条 略 
  
（定員）  
第 3 条 医学部医学科にあっては入学定員 110 名、

収容定員 660 名、看護学部看護学科にあっては、

入学定員 70 名、収容定員 280 名とする。 
 

第 2 章～第 13 章 略 
 
附 則 

1 この改正学則は、令和 4年 4月 1日から施行する。 

2 第 3 条の規定にかかわらず、令和 4 年度から令和

9 年度までの医学部医学科の入学定員及び収容定員

は、次の表のとおりとする。 

 
附 則 

1 この改正学則は、令和 5年 4月 1日から施行する。 

2 第 3 条の規定にかかわらず、令和 5 年度から令和

10 年度までの医学部医学科の入学定員及び収容定

員は、次の表のとおりとする。 

 
 

年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

入学定員 111 名 110 名 110 名 

収容定員 656 名 656 名 656 名 

年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

入学定員 110 名 110 名 110 名 

収容定員 656 名 659 名 661 名 

年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 

入学定員 111 名 110 名 110 名 

収容定員 657 名 657 名 657 名 

年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10年度 

入学定員 110 名 110 名 110 名 

収容定員 660 名 662 名 661 名 

     
    第 1 章第 1 条～第 2 条 略  
 
（定員）  
第 3 条 医学部医学科にあっては入学定員 110 名、

収容定員 660 名、看護学部看護学科にあっては、

入学定員 70 名、収容定員 280 名とする。 
 

第 2 章～第 13 章 略 
 

附 則 
1 この改正学則は、令和 4年 4月 1日から施行する。 

2 第 3条の規定にかかわらず、令和 4年度から令和 9

年度までの医学部医学科の入学定員及び収容定員

は、次の表のとおりとする。 

 
 

 （新規） 

年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

入学定員 111 名 110 名 110 名 

収容定員 656 名 656 名 656 名 

年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

入学定員 110 名 110 名 110 名 

収容定員 656 名 659 名 661 名 
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学則の変更の趣旨を記載した書類 

a. 学則変更 (収容定員変更)の内容

① 医学部医学科について、令和４年４月１日施行の附則における改正学則を令和５

年度「入学定員 111名 収容定員 657名」に変更する。 

② 実施年度は令和５年度とする。

b. 学則変更(収容定員変更)の必要性

金沢医科大学は、北陸・石川県に日本海側唯一の私立医科大学として 1972(昭和 47)

年に創設された。建学の精神は「倫理に徹した人間性豊かな良医の育成」であり、以来

50年間、幾多の困難を乗り越え、医学の発展のために尽力してきた結果、本学医学部卒

業生は 4,500名を数え、全国で全人医療を担う良医として医療の中核を担っている。今

後も本学が担う良き医療人養成を使命として成長していく所存である。石川県には医学

部は本学と金沢大学の 2大学があり、北陸地方としては、福井大学、富山大学の 2大学

に医学部があるが、いずれも国立大学である。本学の役割の一つは、より臨床に特化し

た治療方法の開発とそれに卓越した医師を育成することであり、そのためには先進医療

の研究を主体とした研究医の育成が不可欠であり、今回、研究医養成のための入学定員

増の申請を行うに至った。 

本学医学部の入学志願状況は、入学定員 110名のところ、ここ数年は 4,800名前後と

なっており、全国から有望な学生が集まっている。 

本学では教育改善プログラム支援制度を設け、スチューデント・リサーチャー・プロ

グラムを実施しているが、そのプログラムで学生自らが研究し学会発表をした結果、全

国学会で優秀ポスター賞を受賞した者や論文発表を行った者もおり、基礎系研究部門の

活性化にも繋がっている本取り組みを今後も継続していく予定である。 

研究に関しては、1982(昭和 57)年に大学院医学研究科を設置し、1989(昭和 64)年に

は総合医学研究所を開設した。2012(平成 24)年に「北陸高度がんプロチーム養成基盤形

成プラン」が、2014(平成 26)年には「北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン」が

北陸地方の大学と連携した形で文部科学省の助成事業に採択された。2015(平成 27)年に

再生医療センターを開設、細胞治療を開始し、2016(平成 28)年に「文部科学省私立大学

ブランディング事業」に再生医療事業が採択されたが、このことは本学の先進医療を更

に牽引するものであった。また、本学ではかねてより遺伝子診断及び治療に取り組んで

きたが、がんゲノム医療中核拠点病院の慶応義塾大学と連携し、2018(平成 30)年 3月に

厚生労働省からがんゲノム医療連携病院に選定された。同年 4月にゲノム医療センター

を開設し、遺伝子診断及び治療を本格化させている。更に高齢者社会への対応として、

2017(平成 29)年に認知症センターを開設し、早期の認知症診断や重症化した患者への対

応を専門に行っている。2020（令和２）年には未曽有のウイルス感染症が世界を覆い、

年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10年度 

入学定員 111 名 110 名 110 名 110 名 110 名 110 名 

収容定員 657 名 657 名 657 名 660 名 662 名 661 名 
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感染症制圧に関して日本が先導を期待される立場になっている。そこで新たなウイルス

感染症に対応する医学研究が切迫する課題になっている。そのために、先進医療の研究

を主体とし、更に感染症撲滅のための研究医育成も取り入れ、今回の研究医枠に申請を

行いたい。 

このような背景から本学で推し進めてきたがんゲノム医療、再生医療、認知症医療を、

新しい診断･治療の拡大に繋げ、感染症医療も含めた臨床問題に取り組む研究医を養成

し、国際競争力を向上させていきます。 

    大学間連携においては、「北陸高度がんプロチーム養成基盤形成プラン」及び「北信

がんプロ（少子高齢化地域での先進的がん医療人養成プラン）」、そして「北陸認知症プ

ロフェッショナル医養成プラン」において石川県内の金沢大学と大学院教育で緊密に連

携しており、研究医養成においても当該専門分野における連携について合意を得ている。 

令和 2年度先端研究基盤共用促進事業（コアファシリティ構築支援プログラム）では、

金沢大学をハブ校とした取り組みに協力機関として参画している。 

令和 3年度には基礎研究医養成活性化プログラム「医歯工法連携による次代の法医学

者および地域関連人材の養成事業」において、金沢大学、秋田大学及び本学が、医歯工

法及び地域との連携により、「臨床法医学」の資質を備えた基礎研究医及び関連職種の

人材を養成している。 

また、北陸の大学だけではなく信州大学とも大学院レベルの連携ができており、研究

者間交流は可能である。 

最後に、大学での研究時間の減少や初期臨床研修・後期臨床研修制度により医師の専

門医志向が強まり、研究医への希望者が少なくなってきている。本学でも例外ではなく、

ここ数年間で若い医師が基礎研究に専念しなくなっている。そこで医学部に研究医コー

スを設け、医学部在学中から研究への興味を持たせ、大学院修了後も本学での研究活動

を継続し、将来的には日本の先進医療の発展に寄与してもらいたいと考えている。これ

により、本学での先進的研究を指導する人材を育成でき、将来、臨床コーディネーター

として大学内の臨床研究のまとめ役としての活躍も期待できるものと考えている。そし

て、本学の研究活性化のために、本学での生え抜き研究教員を育成できるとともに、臨

床医を希望する同級生等へも研究に対する多大な好影響を及ぼし、共同研究なども活性

化されると期待するものである。 

以上 
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国公私立

私立

１．現在（令和４年度）の入学定員（編入学定員）及び収容定員
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

111 0 0 656

（収容定員計算用）
H29 H30 R1 R2 R3 R4 計
110 110 110 107 108 111 656

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

110 110 110 107 108 111 656

２．本増員計画による入学定員増を行わない場合の令和５年度の入学定員（編入学定員）及び収容定員

入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員
110 0 0 660

（収容定員計算用）
R5 R6 R7 R8 R9 R10 計
110 110 110 110 110 110 660

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

110 110 110 110 110 110 660

３．令和５年度の増員計画
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

111 0 0 661

（収容定員計算用）
R5 R6 R7 R8 R9 R10 計
111 110 110 110 110 110 661

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

111 110 110 110 110 110 661

1

（内訳）

0

1

1計

（ア）入学定員

（臨時的な措置で減員
した場合、その人数）

増員希望人数

(2) 研究医養成のための入学定員／編入学定員増（研
究医枠）

(1) 地域の医師確保のための入学定員／編入学定員増
（地域枠）

（イ）2年次編入学定員

計

大学名

金沢医科大学

（臨時的な措置で減員
した場合、その人数）

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

計

計

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

- 82 -



２
．

研
究

医
養

成
の

た
め

の
入

学
定

員
増

に
つ

い
て

増
員

希
望

人
数

1

（
１

）
令

和
５

年
度

研
究

医
養

成
の

た
め

の
入

学
定

員
増

に
つ

い
て

大
学

が
講

ず
る

措
置

※
令

和
４

年
度

ま
で

の
取

組
を

継
続

し
て

行
う

場
合

に
は

、
必

要
に

応
じ

て
見

直
し

を
行

っ
た

う
え

で
、

当
該

取
組

も
記

載
す

る
こ

と
。

１
．

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
の

形
成

①
以

下
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
複

数
の

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
を

形
成

し
て

い
る

場
合

に
は

、
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

ご
と

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

N
o
.1

N
o
.2

N
o
.3

 (
※

1
）
過

去
に

研
究

医
枠

に
よ

り
入

学
定

員
増

を
実

施
し

た
こ

と
が

な
い

大
学

の
み

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
過

去
に

研
究

医
枠

に
よ

る
増

員
を

行
っ

た
大

学
に

つ
い

て
は

、
当

該
欄

は
記

入
不

要
で

す
。

開
始

年
度

H
2
9

R
2

（
連

携
先

大
学

が
研

究
医

枠
に

よ
る

増
員

を
行

っ
て

い
る

場
合

）
連

携
大

学
と

の
役

割
分

担
 (

※
1
）

連
携

大
学

金
沢

大
学

金
沢

大
学

取
組

の
概

要
（
1
～

3
行

程
度

）

北
信

が
ん

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
専

門
医

養
成

プ
ラ

ン
と

北
陸

認
知

症
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

医
養

成
プ

ラ
ン

で
金

沢
大

学
と

連
携

し
て

い
る

令
和

2
年

度
先

端
研

究
基

盤
共

用
促

進
事

業
（
コ

ア
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
構

築
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
で

は
、

金
沢

大
学

を
ハ

ブ
校

と
し

た
取

り
組

み
に

協
力

機
関

と
し

て
参

画
し

て
い

る
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２
．

特
別

コ
ー

ス
（
※

）
の

設
定

（
※

）
「
特

別
コ

ー
ス

」
と

は
、

学
部

・
大

学
院

教
育

を
一

貫
し

て
見

通
し

た
研

究
医

養
成

の
た

め
の

重
点

的
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
指

し
ま

す
。

②
研

究
医

養
成

の
た

め
の

一
貫

し
た

特
別

コ
ー

ス
つ

い
て

、
以

下
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
併

せ
て

、
概

要
が

わ
か

る
資

料
を

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

コ
ー

ス
の

名
称

年
次

募
集

定
員

（
※

2
）

開
始

年
度

○
M

D
-
P
h
D

コ
ー

ス
1

R
3

（
※

1
）
複

数
段

階
に

分
け

て
選

抜
を

行
っ

て
い

る
場

合
に

は
、

該
当

す
る

全
て

に
○

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
（
※

2
）
最

低
人

数
を

定
め

て
い

る
場

合
に

は
、

「
○

名
以

上
」
と

い
う

形
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
※

3
）
特

別
コ

ー
ス

の
学

生
の

大
学

院
進

学
時

期
に

つ
い

て
全

て
ご

記
載

く
だ

さ
い

。
（
例

：
5
年

次
（
M

D
-
P
h
D

）
／

卒
後

直
後

に
進

学
／

卒
後

、
臨

床
研

修
後

に
進

学
／

卒
後

、
臨

床
研

修
と

並
行

し
て

進
学

）

③
研

究
医

養
成

の
た

め
の

選
抜

入
試

に
つ

い
て

、
以

下
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

（
「
○

」
を

選
択

し
た

場
合

）
以

下
を

ご
記

入
す

る
と

と
も

に
、

募
集

要
項

の
写

し
を

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

募
集

人
数

う
ち

臨
時

定
員

分

総
合

型
選

抜
（

1
1

R
3

合
計

1
1

※
複

数
種

類
の

選
抜

を
行

っ
て

い
る

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

○

①
特

別
コ

ー
ス

の
概

要
に

つ
い

て
、

5
～

6
行

程
度

で
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
そ

の
際

、
平

成
2
2
年

度
～

令
和

４
年

度
に

実
施

し
た

取
組

で
継

続
し

て
行

う
も

の
の

ほ
か

、
令

和
５

年
度

に
新

た
に

行
お

う
と

す
る

取
組

に
つ

い
て

も
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
（
選

抜
の

時
期

、
授

業
内

容
、

特
別

コ
ー

ス
に

入
る

こ
と

に
よ

り
大

学
院

進
学

が
促

進
さ

れ
る

仕
組

み
（
M

D
-
P
h
D

、
単

位
の

先
行

履
修

、
論

文
認

定
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
取

組
な

ど
）

入
学

時
に

新
た

な
定

員
枠

で
募

集
す

る
。

学
部

在
学

中
に

大
学

院
の

早
期

履
修

制
度

を
活

用
し

て
共

通
科

目
を

履
修

し
、

大
学

卒
業

と
同

時
に

大
学

院
へ

の
入

学
を

許
可

す
る

。
既

に
共

通
科

目
の

履
修

が
終

わ
っ

て
い

る
の

で
、

大
学

院
入

学
と

同
時

に
所

属
研

究
室

を
決

め
て

研
究

を
開

始
す

る
＊

。
大

学
院

入
学

後
は

、
初

期
臨

床
研

修
を

行
い

な
が

ら
、

そ
の

日
の

研
修

終
了

後
に

所
属

研
究

室
で

研
究

を
行

う
。

大
学

院
修

了
後

は
本

学
職

員
と

し
て

助
教

に
採

用
さ

れ
、

研
究

に
専

念
す

る
こ

と
も

、
診

療
を

行
い

な
が

ら
、

先
端

医
療

（
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

・
再

生
医

療
・
認

知
症

医
療

）
・
感

染
症

医
療

の
研

究
を

継
続

す
る

こ
と

も
で

き
る

。
大

学
院

在
学

中
に

は
、

研
究

テ
ー

マ
に

即
し

、
３

ヶ
月

前
後

の
外

国
留

学
の

機
会

を
与

え
る

。

＊
本

来
は

、
早

く
て

も
初

期
臨

床
研

修
2
年

目
以

降
で

な
い

と
入

学
で

き
ず

、
さ

ら
に

入
学

後
の

1
年

目
は

共
通

科
目

の
履

修
を

行
う

た
め

、
所

属
研

究
室

を
決

め
て

研
究

を
開

始
す

る
の

は
、

入
学

後
2
年

目
か

ら
（
初

期
臨

床
研

終
了

後
か

ら
）
と

な
る

。

選
抜

の
時

期
　

（
※

1
）

選
抜

入
試

備
考

大
学

院
へ

の
進

学
時

期
（
※

3
）

（
参

考
：
記

入
例

）
M

D
-
P
h
D

コ
ー

ス
や

▲
年

次
で

の
大

学
院

進
学

を
促

す
と

と
も

に
、

○
年

次
に

選
抜

を
行

い
、

「
○

○
」
と

い
う

科
目

等
を

開
講

し
て

～
～

を
学

ん
で

い
る

。
学

部
・
大

学
院

で
の

一
貫

し
た

研
究

を
促

す
た

め
、

△
△

、
□

□
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

キ
ャ

リ
ア

支
援

と
し

て
、

～
～

を
実

施
し

て
い

る
。

令
和

４
年

度
か

ら
は

、
■

■
を

新
た

に
開

始
す

る
な

ど
、

～
～

を
図

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

研
究

医
養

成
の

た
め

に
特

別
な

入
試

を
実

施
し

て
い

る
か

。
○

名
称

入
試

区
分

基
礎

学
力

テ
ス

ト
（
外

国
語

、
数

学
、

理
科

、
一

般
問

題
）
、

面
接

、
志

望
理

由
書

（
※

1
）
貴

大
学

に
お

い
て

、
P
R

の
た

め
に

作
成

し
た

文
書

（
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
，

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

，
テ

レ
ビ

，
新

聞
，

雑
誌

等
）
に

記
載

の
内

容
（
貴

大
学

に
お

い
て

作
成

予
定

の
学

生
募

集
要

項
に

記
載

予
定

の
内

容
）
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

（
ⅱ

）
総

合
型

選
抜

4
年

次
（
M

D
-
P
h
D

）

特
定

の
学

年
次

に
希

望
者

を
募

集 そ
の

他
（
備

考
欄

に
詳

細
を

記
入

）

2
年

次
1
～

5
M

D
-
P
h
D

コ
ー

ス

3
年

次
（
M

D
-
P
h
D

）

R
3

備
考

選
抜

方
法

（
※

1
）

開
始

年
度
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④
研

究
医

養
成

の
た

め
の

教
育

内
容

（
正

規
科

目
）
に

つ
い

て
、

以
下

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

参
考

と
し

て
シ

ラ
バ

ス
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

研
究

医
コ

ー
ス

学
生

そ
の

他
の

学
生

３
・４

・５
・６

年
医

の
倫

理
研

究
医

コ
ー

ス
学

生
選

択
必

修
選

択
必

修
講

義
1

３
・４

・５
・６

年
生

命
倫

理
学

研
究

医
コ

ー
ス

学
生

選
択

必
修

選
択

必
修

講
義

1
３

・４
・５

・６
年

医
学

統
計

学
研

究
医

コ
ー

ス
学

生
選

択
選

択
講

義
1

３
・４

・５
・６

年
研

究
倫

理
研

究
医

コ
ー

ス
学

生
選

択
選

択
講

義
1

３
・４

・５
・６

年
疫

学
・
臨

床
疫

学
研

究
医

コ
ー

ス
学

生
選

択
選

択
講

義
1

３
・４

・５
・６

年
分

子
生

物
学

入
門

研
究

医
コ

ー
ス

学
生

選
択

選
択

講
義

1
３

・４
・５

・６
年

実
験

動
物

学
研

究
医

コ
ー

ス
学

生
選

択
選

択
講

義
1

３
・４

・５
・６

年
再

生
医

療
科

学
研

究
医

コ
ー

ス
学

生
選

択
選

択
講

義
1

３
・４

・５
・６

年
臓

器
移

植
学

研
究

医
コ

ー
ス

学
生

選
択

選
択

講
義

1
３

・４
・５

・６
年

英
語

論
文

作
成

法
研

究
医

コ
ー

ス
学

生
選

択
選

択
講

義
1

３
・４

・５
・６

年
産

学
連

携
ガ

イ
ダ

ン
ス

研
究

医
コ

ー
ス

学
生

選
択

選
択

講
義

1
３

・４
・５

・６
年

大
学

教
員

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
研

究
医

コ
ー

ス
学

生
選

択
選

択
講

義
1

３
・４

・５
・６

年
医

学
研

究
セ

ミ
ナ

ー
研

究
医

コ
ー

ス
学

生
選

択
選

択
講

義
1

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

⑤
大

学
の

正
規

科
目

以
外

で
、

研
究

医
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
あ

れ
ば

、
そ

の
内

容
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

対
象

学
年

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

対
象

者
（
※

1
）

期
間

（
例

：
○

週
間

）
開

始
年

度

全
学

年
ス

チ
ュ

ー
デ

ン
ト

・
リ

サ
ー

チ
ャ

ー
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

全
員

年
間

を
通

し
て

H
2
7

（
※

1
）
対

象
者

は
、

当
該

講
義

・
実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「
研

究
医

コ
ー

ス
学

生
」
「
全

員
」
の

う
ち

か
ら

選
択

く
だ

さ
い

。

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

対
象

学
年

必
修

／
選

択
の

別

希
望

す
る

医
学

部
学

生
に

対
し

、
ス

チ
ュ

ー
デ

ン
ト

・
リ

サ
ー

チ
ャ

ー
と

し
て

年
間

を
通

し
て

の
実

験
・
研

究
へ

の
参

加
や

、
そ

の
成

果
を

学
会

に
て

発
表

す
る

場
を

提
供

す
る

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

募
集

し
、

研
究

費
や

学
会

参
加

旅
費

等
の

支
援

を
行

っ
て

い
る

。

講
義

／
実

習
の

別
単

位
数

開
始

年
度

（
※

1
）
対

象
者

は
、

当
該

講
義

・
実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「
研

究
医

コ
ー

ス
学

生
」
「
全

員
」
の

う
ち

か
ら

選
択

く
だ

さ
い

。
（
研

究
医

コ
ー

ス
学

生
の

希
望

者
の

み
の

場
合

は
、

対
象

者
を

「
研

究
医

コ
ー

ス
学

生
」
、

必
修

／
選

択
の

別
を

「
選

択
」
と

ご
記

載
く
だ

さ
い

。
）

講
義

・
実

習
名

対
象

者
（
※

1
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

概
要

（
1
～

2
行

程
度

）
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⑥
特

別
コ

ー
ス

に
関

す
る

取
組

の
う

ち
、

以
下

の
項

目
に

関
連

す
る

も
の

に
つ

い
て

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
な

お
、

必
要

に
応

じ
て

内
容

が
わ

か
る

資
料

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

開
始

年
度

R
3

H
2
7

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

開
始

年
度

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

⑧
特

別
コ

ー
ス

の
履

修
者

の
確

保
状

況
に

つ
い

て
、

以
下

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
R

２
R

３
R

４
人

数
（
名

）
0

1
6

※
当

該
年

度
の

新
規

履
修

者
の

み
を

計
上

し
て

く
だ

さ
い

。

（
項

目
）

専
用

の
入

試
枠

の
設

定
に

よ
る

選
抜

の
実

施

学
生

が
研

究
活

動
を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
と

な
る

研
究

費
の

予
算

措
置

学
生

の
学

会
発

表
、

論
文

発
表

の
機

会
の

設
定

及
び

指
導

体
制

の
構

築

直
近

3
年

間
の

平
均

2
.3

3
3
3
3
3
3
3
3

概
要

（
1
～

2
行

程
度

）

総
合

型
選

抜
（
研

究
医

枠
）
の

実
施

学
長

裁
量

経
費

で
あ

る
「
教

育
改

革
推

進
事

業
費

」
に

よ
り

研
究

費
や

学
会

参
加

旅
費

等
を

支
援

ス
チ

ュ
ー

デ
ン

ト
・
リ

サ
ー

チ
ャ

ー
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

参
加

大
学

卒
業

と
同

時
に

直
接

研
究

で
き

る
仕

組
み

を
作

り
大

学
院

入
学

を
許

可
す

る

大
学

院
修

了
後

は
本

学
職

員
と

し
て

助
教

に
採

用

大
学

院
在

学
中

に
研

究
テ

ー
マ

に
即

し
３

か
月

前
後

の
外

国
留

学
の

機
会

を
与

え
る

取
組

の
名

称
取

組
の

概
要

（
1
～

2
行

程
度

）

研
究

に
特

化
し

た
基

礎
的

研
究

本
学

に
お

け
る

先
端

医
療

で
あ

る
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

、
再

生
医

療
、

認
知

症
医

療
、

感
染

症
医

療

⑦
上

記
②

～
⑥

以
外

に
、

研
究

医
養

成
の

特
別

コ
ー

ス
に

関
す

る
取

組
等

が
あ

れ
ば

、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
令

和
４

年
度

以
前

か
ら

継
続

す
る

取
組

を
含

む
）
（
1
～

2
行

程
度

）

（
項

目
：
専

用
の

入
試

枠
の

設
定

に
よ

る
選

抜
の

実
施

、
学

生
が

研
究

活
動

を
実

施
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る
研

究
費

の
予

算
措

置
、

学
生

の
学

会
発

表
、

論
文

発
表

の
機

会
の

設
定

及
び

指
導

体
制

の
構

築
、

臨
床

研
修

に
よ

り
研

究
活

動
が

中
断

さ
れ

る
こ

と
の

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
の

配
慮

、
研

究
医

と
な

っ
た

際
の

常
勤

ポ
ス

ト
の

確
保

、
海

外
で

の
研

修
の

機
会

（
1
か

月
以

上
）
）

臨
床

研
修

に
よ

り
研

究
活

動
が

中
断

さ
れ

る
こ

と
の

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
の

配
慮

研
究

医
と

な
っ

た
際

の
常

勤
ポ

ス
ト

の
確

保

海
外

で
の

研
修

の
機

会
（
1
か

月
以

上
）
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３
．

奨
学

金
の

設
定

N
o
.1

金
沢

医
科

大
学

医
学

部
研

究
医

枠
奨

学
金

貸
与

制
度

金
沢

医
科

大
学

貸
与

1
無

N
o
.2

N
o
.3

（
続

き
）

月
額

総
支

給
額

N
o
.1

4
,9

5
0
,0

0
0

R
3

N
o
.2

N
o
.3

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

本
学

卒
業

後
、

本
学

大
学

院
医

学
研

究
科

に
進

学
し

医
学

博
士

を
取

得
、

さ
ら

に
本

学
の

先
進

医
療

専
攻

で
研

究
活

動
を

継
続

し
、

卒
業

後
９

年
間

勤
務

す
る

募
集

人
数

①
卒

後
一

定
期

間
の

研
究

医
と

し
て

の
従

事
を

要
件

と
す

る
奨

学
金

の
設

定
に

つ
い

て
、

以
下

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
複

数
の

奨
学

金
を

設
定

し
て

い
る

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

支
給

期
間

（
例

：
大

学
院

1
～

3
年

次
（
3
年

間
）
）

返
還

免
除

要
件

選
抜

の
有

無

特
別

コ
ー

ス
生

の
み

名
称

設
定

主
体

（
例

：
大

学
、

○
○

財
団

）

給
付

／
貸

与
の

別
支

給
対

象

備
考

学
部

生
4
～

6
年

次
（
3
年

間
）

支
給

額
 （

例
：
2
0
0
,0

0
0
）

開
始

年
度

- 87 -



（
２

）
研

究
医

養
成

拠
点

と
し

て
相

応
し

い
実

績
①

－
１

．
継

続
的

に
大

学
院

生
を

輩
出

し
て

き
た

客
観

的
な

実
績

に
つ

い
て

、
以

下
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
R

２
R

３
R

４

2
1

0

2
9

4

R
１

R
２

R
３

6
2

1

1
8

1
2

1
3

①
－

2
．

そ
の

他
、

継
続

的
に

大
学

院
生

を
輩

出
し

て
き

た
客

観
的

な
実

績
が

あ
れ

ば
、

簡
潔

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
（
1
～

3
行

程
度

）

②
－

１
．

継
続

的
に

研
究

医
を

輩
出

し
て

き
た

客
観

的
な

実
績

に
つ

い
て

、
以

下
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

R
１

R
２

R
３

0
0

0

1
4

1
2

1
3

1
4

1
2

1
3

②
－

2
．

そ
の

他
、

継
続

的
に

研
究

医
を

輩
出

し
て

き
た

客
観

的
な

実
績

が
あ

れ
ば

、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
1
～

3
行

程
度

）

基
礎

・
社

会
系

大
学

院
進

学
者

に
は

、
今

日
の

医
学

教
育

に
求

め
ら

れ
て

い
る

ニ
ー

ズ
を

明
ら

か
に

し
、

医
師

お
よ

び
専

門
領

域
の

後
継

者
（
専

門
医

・
研

究
医

）
を

育
成

す
る

た
め

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

作
成

し
、

評
価

・
改

善
す

る
た

め
の

技
能

の
修

得
等

を
目

標
と

し
た

『
医

学
教

育
学

』
へ

の
進

学
者

（
H

3
0
年

度
、

1
名

）
を

含
む

。

（
※

1
）

一
度

臨
床

系
（

基
礎

系
以

外
）

に
進

ん
だ

も
の

の
実

態
と

し
て

は
研

究
に

従
事

し
て

い
る

又
は

従
事

す
る

見
込

み
が

あ
る

者
の

数
。

（
例

：
臨

床
医

と
し

て
働

き
な

が
ら

研
究

活
動

を
行

っ
て

い
る

者
、

常
勤

ポ
ス

ト
で

は
な

い
が

大
学

の
身

分
を

有
し

研
究

活
動

を
行

っ
て

い
る

者
、

現
在

臨
床

医
と

し
て

勤
務

し
て

い
る

が
将

来
的

に
研

究
に

従
事

す
る

意
思

を
大

学
が

確
認

し
て

い
る

者
）

特
に

な
し

（
博

士
課

程
修

了
年

度
）

基
礎

・
社

会
系

大
学

院
進

学
者

数
（
【
A

】
）

臨
床

系
大

学
院

進
学

者
数

（
【
B

】
）

1 5

【
A

】
の

修
了

者
数

（
【
C

】
）

【
B

】
の

う
ち

、
基

礎
・
社

会
学

系
の

論
文

（
又

は
共

著
論

文
）
を

執
筆

し
た

修
了

者
数

（
【
D

】
）

合
計

1
2

1
0

1
2

3

1
4
.3

3
3
3
3
3
3
3

（
博

士
課

程
修

了
年

度
）

直
近

3
年

間
の

平
均

1
1
.3

3
3
3
3
3
3
3

【
C

】
【
D

】
の

う
ち

、
基

礎
・
社

会
学

研
究

分
野

の
就

職
者

数

【
C

】
【
D

】
の

う
ち

、
臨

床
系

に
就

職
し

た
が

基
礎

・
社

会
学

研
究

に
従

事
す

る
者

等
の

数
（
※

1
）

直
近

3
年

間
の

平
均

0

1
3

1
3

合
計

（
入

学
年

度
）

直
近

3
年

間
の

平
均
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③
大

学
教

育
改

革
の

支
援

に
関

す
る

補
助

事
業

の
採

択
実

績
等

※
必

要
に

応
じ

て
内

容
が

わ
か

る
資

料
を

ご
提

出
く
だ

さ
い

。
採

択
年

度
（
○

年
度

～
○

年
度

）

平
成

1
9
年

度
（
平

成
1
9
年

度
～

平
成

3
0

年
度

）

平
成

2
4
年

度
（
平

成
2
4
年

度
～

平
成

2
8

年
度

）

平
成

2
9
年

度
（
平

成
2
9
年

度
～

令
和

3
年

度
）

平
成

2
6
年

度
（
平

成
2
6
年

度
～

平
成

3
0

年
度

）

平
成

2
8
年

度
（
平

成
2
8
年

度
～

平
成

2
9

年
度

）

私
立

大
学

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
事

業
『
金

沢
医

科
大

学
細

胞
治

療
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
』

再
生

医
療

新
法

に
基

づ
く
細

胞
療

法
を

推
進

す
る

。
そ

こ
で

得
ら

れ
る

知
見

に
基

づ
き

、
基

礎
医

学
、

臨
床

医
学

講
座

の
研

究
者

が
横

断
的

に
参

画
し

、
が

ん
を

始
め

と
す

る
難

治
性

疾
患

の
新

規
治

療
法

を
開

発
す

る
。

一
方

、
産

業
界

、
就

学
・
就

業
希

望
者

、
患

者
が

参
加

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
北

陸
地

域
に

構
築

す
る

。
産

学
連

携
、

人
材

育
成

、
情

報
発

信
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

活
用

の
部

会
を

設
置

し
、

細
胞

治
療

研
究

の
成

果
を

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
す

る
。

採
択

事
業

名
概

要
（
1
～

3
行

程
度

）

が
ん

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
養

成
プ

ラ
ン

『
北

陸
が

ん
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
』

金
沢

大
学

、
富

山
大

学
、

福
井

大
学

、
石

川
県

立
看

護
大

学
お

よ
び

本
学

が
、

地
域

医
療

機
関

と
連

携
し

、
高

い
臨

床
能

力
と

研
究

能
力

を
併

せ
持

つ
が

ん
専

門
医

師
お

よ
び

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

養
成

の
た

め
の

融
合

型
教

育
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

こ
と

に
よ

り
「
が

ん
医

療
の

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
養

成
」
お

よ
び

「
地

域
の

が
ん

医
療

向
上

」
に

貢
献

す
る

。

が
ん

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
養

成
基

盤
形

成
プ

ラ
ン

『
北

陸
高

度
が

ん
プ

ロ
チ

ー
ム

養
成

基
盤

形
成

プ
ラ

ン
』

金
沢

大
学

、
富

山
大

学
、

福
井

大
学

、
石

川
県

立
看

護
大

学
お

よ
び

本
学

が
、

地
域

医
療

機
関

と
連

携
し

、
各

大
学

の
特

色
を

生
か

し
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

構
築

し
、

高
度

な
が

ん
医

療
、

が
ん

研
究

等
を

実
践

で
き

る
優

れ
た

が
ん

医
療

人
を

育
成

し
、

我
が

国
に

お
け

る
が

ん
医

療
の

向
上

に
資

す
る

。

課
題

解
決

型
高

度
医

療
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

『
北

陸
認

知
症

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
医

養
成

プ
ラ

ン
事

業
』

金
沢

大
学

、
富

山
大

学
、

福
井

大
学

お
よ

び
本

学
が

、
地

域
医

療
機

関
、

研
究

機
関

、
自

治
体

等
と

連
携

し
、

認
知

症
に

関
し

て
高

度
な

知
識

や
技

能
を

有
し

、
地

域
に

お
け

る
認

知
症

診
療

・
認

知
症

対
策

の
リ

ー
ダ

ー
と

な
る

認
知

症
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

医
師

を
養

成
す

る
。

補
助

期
間

終
了

後
も

自
己

財
源

に
て

継
続

中
。

多
様

な
新

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

「
が

ん
専

門
医

療
人

材
（
が

ん
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

）
」
養

成
プ

ラ
ン

『
超

少
子

高
齢

化
地

域
で

の
先

進
的

が
ん

医
療

人
養

成
』

金
沢

大
学

、
信

州
大

学
、

富
山

大
学

、
福

井
大

学
、

石
川

県
立

看
護

大
学

お
よ

び
本

学
が

、
地

域
医

療
機

関
と

連
携

し
、

各
大

学
の

特
色

を
生

か
し

た
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

、
が

ん
医

療
の

新
た

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

優
れ

た
が

ん
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

を
養

成
す

る
。
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令
和

2
年

度

令
和

2
年

度

令
和

3
年

度

④
他

大
学

と
比

較
し

た
際

に
研

究
医

養
成

拠
点

と
し

て
相

応
し

い
と

考
え

ら
れ

る
客

観
的

な
実

績
（
科

学
研

究
費

採
択

率
等

）
※

必
要

に
応

じ
て

内
容

が
わ

か
る

資
料

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

（
３

）
過

去
に

研
究

医
枠

に
よ

る
入

学
定

員
増

を
実

施
し

た
場

合
の

令
和

４
年

度
に

お
け

る
状

況

研
究

医
枠

入
学

生
に

対
す

る
教

育
を

検
討

す
る

た
め

、
令

和
３

年
５

月
、

学
長

、
医

学
研

究
科

長
及

び
４

領
域

（
ゲ

ノ
ム

医
療

、
再

生
医

療
、

認
知

症
医

療
、

感
染

症
医

療
）
の

教
員

で
協

議
を

開
始

し
、

研
究

医
養

成
枠

で
の

入
学

生
に

対
し

、
大

学
院

の
授

業
科

目
履

修
開

始
前

（
１

～
３

学
年

次
）

に
研

究
に

対
す

る
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

の
た

め
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

構
築

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
て

い
る

。
一

般
選

抜
入

学
者

に
対

し
て

も
研

究
医

枠
入

学
者

と
同

様
の

教
育

を
受

け
る

機
会

を
講

ず
る

様
、

指
摘

を
受

け
た

た
め

、
設

置
し

た
「
研

究
医

コ
ー

ス
」
で

は
令

和
４

年
度

は
５

名
の

履
修

生
が

入
学

し
た

。
履

修
生

に
お

い
て

は
、

自
立

し
た

研
究

活
動

を
遂

行
で

き
る

人
材

育
成

の
た

め
の

助
言

や
支

援
を

行
う

た
め

、
学

生
１

名
に

対
し

、
大

学
院

担
当

教
員

１
名

を
メ

ン
タ

ー
教

員
と

し
て

配
置

し
て

お
り

、
研

究
養

成
枠

入
学

生
が

大
学

院
科

目
履

修
開

始
時

（
第

４
学

年
次

）
に

は
、

同
様

に
メ

ン
タ

ー
教

員
の

配
置

を
予

定
し

て
い

る
。

（
状

況
に

よ
っ

て
は

開
始

前
か

ら
メ

ン
タ

ー
教

員
配

置
も

検
討

す
る

）
研

究
医

養
成

に
係

る
取

組
は

開
始

段
階

に
あ

り
、

現
状

そ
の

有
効

性
に

つ
い

て
今

後
の

学
業

成
果

等
に

お
い

て
検

証
を

行
っ

て
い

く
こ

と
と

な
る

が
、

当
面

は
前

述
の

よ
う

な
学

生
へ

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

充
実

及
び

研
究

環
境

の
整

備
に

重
点

を
置

き
、

ハ
ー

ド
・
ソ

フ
ト

の
両

面
か

ら
の

体
制

構
築

を
行

う
た

め
、

大
学

院
運

営
に

係
る

関
係

者
（
教

員
・
事

務
担

当
者

等
）
に

よ
る

委
員

会
・
Ｗ

Ｇ
の

設
置

を
進

め
て

い
く
予

定
で

あ
る

。

①
過

去
に

入
学

定
員

増
を

実
施

し
た

際
に

計
画

し
て

い
た

研
究

医
養

成
に

関
す

る
取

組
に

つ
い

て
、

そ
の

有
効

性
が

高
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
旨

を
、

確
認

方
法

等
と

と
も

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
（
例

：
第

三
者

に
よ

る
評

価
、

学
内

委
員

会
に

よ
る

評
価

）

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金

「
新

型
感

染
症

対
策

高
度

先
端

医
療

人
材

養
成

事
業

」

体
外

式
膜

型
人

工
肺

（
E
C

M
O

）
等

を
整

備
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
（
C

O
V

ID
-
1
9
患

者
）
の

診
療

を
通

じ
て

高
度

先
端

医
療

人
材

を
養

成
す

る

基
礎

研
究

医
養

活
性

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
医

歯
工

法
連

携
に

よ
る

次
代

の
法

医
学

者
お

よ
び

地
域

関
連

人
材

の
養

成
事

業
」

金
沢

大
学

、
秋

田
大

学
及

び
金

沢
医

科
大

学
が

医
歯

工
法

及
び

地
域

と
の

連
携

に
よ

り
、

児
童

虐
待

や
薬

物
中

毒
、

未
知

の
感

染
症

な
ど

臨
床

分
野

へ
の

応
用

を
可

能
と

す
る

「
臨

床
法

医
学

」
の

資
質

を
備

え
た

基
礎

研
究

医
及

び
関

連
職

種
の

人
材

を
養

成
す

る

概
要

（
1
～

3
行

程
度

）
科

学
研

究
費

の
採

択
状

況
に

つ
い

て
、

直
近

４
年

間
の

新
規

・
継

続
採

択
金

額
（
直

接
経

費
・
間

接
経

費
）
及

び
新

規
採

択
率

は
、

令
和

元
年

度
は

2
億

2
,1

5
1
万

円
（
1
8
.4

％
）
、

令
和

２
年

度
1
億

9
,9

9
2
万

円
（
1
6
.4

％
）
、

令
和

３
年

度
は

、
2
億

3
,7

1
4
万

円
（
2
2
.0

％
）
、

令
和

４
年

度
（
5
月

1
6
日

現
在

）
は

、
2
億

1
,8

2
5
万

円
（
2
1
.1

％
）
で

あ
り

、
一

定
の

水
準

を
保

持
し

て
い

る
。

　
直

近
３

年
間

に
お

い
て

、
本

学
と

同
規

模
の

私
立

医
科

大
学

（
医

科
系

学
部

の
み

設
置

）
1
8
校

と
比

較
す

る
と

、
新

規
採

択
率

は
中

位
～

下
位

で
推

移
し

て
い

る
が

、
女

性
比

率
は

上
位

で
推

移
し

て
お

り
、

女
性

研
究

者
の

活
躍

が
特

徴
と

な
っ

て
い

る
。

若
手

研
究

者
比

率
は

中
位

程
度

で
推

移
し

て
い

る
。

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金

「
感

染
症

医
療

人
材

養
成

事
業

」

感
染

症
医

療
の

人
材

育
成

に
お

い
て

、
実

践
に

即
し

た
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
教

育
を

導
入

し
、

感
染

症
の

医
療

に
関

わ
る

全
職

種
（
多

職
種

）
に

対
し

て
実

践
教

育
を

行
う
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学　長
宮澤　克人
＜R4.9.1＞

医学博士
泌尿器科学教授
（H25.11.1）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）
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